
【学校教育目標】できること いっぱい みつけよう――自立する柏っ子 発行者 校長 橋本雄一郎 

 

 

 

 

 

「スポーツ」の語源は「楽しむ」 Ｗｉｔｈコロナで進化する運動会 

“美小スポーツデー”がねらうもの 
比べるのは今までの自分 自己ベストを目指し、運動の楽しさをすべての子に 

守るのは子どもの学びと成長 変化に柔軟に対応できる新たな学校行事の在り方を模索して 

                                               

                                     

 本校では、新型コロナウイルス感染症対策は当分必要となる前提で、コロナ禍においても子どもの学びと成長

を保証するため、感染リスクを極力避けながら、持続可能な新たな学校運営の在り方を模索しています。社会の

仕組みそのものが大きく変わってしまいましたので、コロナ禍が過ぎ去るのを耐えて待っていれば元に戻れる、

というわけにはいきません。 

この２年間、道内のいろいろな地域・学校においても、子どもの学びと成長をとめないため、限られた条件の

中でそれぞれの実情に合わせ、さまざまな工夫をし、変化を遂げている事例が数多く見られるようになりました。

その意味では、コロナ禍が、「無くてもできるもの」「無いと困るもの」「違うやり方でもできるもの」を振り分け、

半ば強制的に「学校の当たり前」の見直しを促し、子どもを伸ばすための「人・金・物・時間・情報」という教

育資源を再配置させたとも言えます。 

 保護者の皆様にはすでに文書でお知らせしており

ますが、この度、本校においても、運動会の名称を「美

小スポーツデー」に改め、コロナ対応と教育活動の両

立を図るよう実施方法の見直しを行いました。具体的

には、低・中・高の学年ブロックごとの入れ替え制に

し、時間と人数をしぼるとともに、感染状況や天候に

応じて学年ブロックごとに平日にも延期できるよう

にし、他の教科等の学習への影響を最小限に抑え、何

かあっても柔軟に対応できるように計画しています。 

 「脱皮しない蛇は滅びる」とは、ドイツの思想家、ニーチェの言葉です。変化に対応し、新たな価値につなげ

ていく力は、学習指導要領でも求められています。来年度以降は、またコロナに関する社会情勢も変わっている

と思いますので、「美小スポーツデー」についてもこれで完成形とせず、教育の目的に対して効果的に迫るものに

なっているか、広く意見を求めながら、絶えず見直しをしていきたいと思います。 

 

いつ、何を、何時間、学ぶのか･･････教育課程（カリキュラム）は誰がどうやって決める？ 
 学校の授業で行うことは、文部科学省の学習指導要領で、教科ごとの時間（標準授業時数）や扱う内容、取り

扱いの留意事項が定められています。例えば体育の場合、３・４年生は年間 105 時間、内容は「陸上運動系」

なら「かけっこ・リレー」「幅跳び」「高跳び」など。取り扱いにあたっては、「運動やスポーツとの多様な関わり

方を重視する観点から、体力や技能の程度、年齢や性別及び障害の有無等にかかわらず、運動やスポーツの多様

な楽しみ方を共有することができるよう指導内容の充実を図ること。その際、共生の視点を重視して改善を図る

こと」などと示されています。 

各学校は、これを基準に、その土地の気候や施設・設備、児童の実態などを考慮して、全体の時間の範囲で、

いつ、何を、何時間、子どもに学ばせるのか計画します。それを全教科まとめたもの（行事等を含む）を「教育

課程」と言い、毎年、年度初めに教育局に届け出た上で、授業を行っています。これは、全国、どこでも一定水

準の教育が受けられるようにするための国の仕組みです。欲張ってあれもこれも詰め込めば、何かあったときに

回復できなくなったり、取り残される子どもが出たりしますし、あまりゆるゆるでは、そもそもの学校の役割が

果たせません。子どもを伸ばすには、その学校の「ちょうどよい加減」が大切なのです。 
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《美小スポーツデーのねらい》 

① 日頃の体育の授業の延長として、どの子も参加しやすい

ように工夫し、運動の楽しさを味わう。 

② 個人種目では、順位や勝敗にこだわらず、自己が伸長す

る喜びや、運動することの楽しさを実感する。 

③ 団体競技では、競技を通してチームワークの大切さ（コミュ

ニケーション力、ルールを守る大切さなど）、協力すること

のよさを学ぶ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★生活目標★ 

◆忘れ物をしないようにしよう。 

◆次の学習準備をして、休み時間

にしよう。 

 

日 曜 学校行事 

1 水 校舎内外点検  尿検査（２次） 

2 木  

3 金 前日準備 

4 土 美小スポーツデー 

5 日 美小スポーツデー予備日 

6 月 振替休業日 

7 火 クラブ活動①  分掌部会 

8 水 がらがらどん（５年） 

9 木 
QUテスト（６年） 

スクールカウンセラー来校 

10 金 職員会議  がらがらどん（１、２年） 

11 土   

12 日   

13 月 

参観日（１、３年） 

校内作品展（５年・２０日まで） 

がらがらどん（３年） 

14 火 
参観日（５、６年） ネット安全教室 

歯科検診（３年） 

15 水 歯科検診（２年） 

16 木 
参観日（２、４年） 歯科検診（１年） 

がらがらどん（４年） 

17 金 遠足（弁当の日） 

18 土   

19 日   

20 月 
宿泊学習（５年） 

がらがらどん（６年） 

21 火 宿泊学習（５年） 

22 水 ５年回復休業日 

23 木 スクールカウンセラー来校 

24 金 研修日 

25 土   

26 日   

27 月 歯科検診（６年） 

28 火 
児童会活動日  教育相談会 

歯科検診（５年） 

29 水 歯科検診（４年） 

30 木   
 

 
 

①６月 ９日（木）１２：３０～１７：３０ 

②６月２３日（木）１２：３０～１７：３０ 
 

※保護者の方が利用する場合には、事前に学校まで

連絡をお願いします。（７３－２０１９ 担当：教頭尾中） 

※時間が重なった場合は、先に連絡があった方を優

先します。 

※７月以降の予定は決まり次第お知らせします。 

 
 

 

１０日（火）に、前期児童総会が行われました。感

染症対策のため、担任のタブレット（Chromebook）

を教室の大型テレビに接続し、テレビ会議ツール

（Google Meet）を活用したオンラインでの実施と

なりました。そのため対面での質疑応答とはなり

ませんでしたが、各委員会の委員長が前期の目標

や計画を丁寧に説明し、事前に集約していた質問

や意見に真摯に答えていました。自分たちの学校

生活をよりよくするための活動に期待です。 

 
 

児童会企画の『１年生を迎える会』が、４月２８日

（木）に体育館で行われました。会場が密になるこ

とを防ぐため、１年生が待つ体育館へ１学年ずつ入

場し、それぞれが準備してきたクイズやゲームで１

年生の子どもたちを大いに楽しませていました。

入学して１か月半が過ぎた１年生。小学校生活に

も、随分と慣れてきたようです。 

  
５年生  

 

 

 

 
５月に入り、美幌出前お話の会『がらがらどん』に

よる読み聞かせが始まりました。１０分程度の短い

時間ですが、子どもたちは夢中でお話を聞いてい

ます。こうした読み聞かせ 

や朝読書を通して、多く

の言語や表現に触れるこ

とは、子どもたちの表現

力の向上へとつながって

います。 

 
 

 常時、扉を開けて換気

したり、近距離で向かい

合う時間をできるだけ短く

したりするなど、感染対策

を徹底して実施しました。 


